
為替週間展望＝ドル円は１１０円を挟んでの振幅か

　　　　　　　　　　［８月３０日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    8 月 23 日～ 8 月 27 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  109.78   110.23(26)    109.41(24)    110.00   +0.22

ユーロ・ドル  1.1694   1.1779(26)    1.1693(23)    1.1762   +0.0064

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    27,641.14     +627.89     日本10年債利回り   0.031   +0.020

ダウ平均株価    35,213.12      +93.04     米10年債利回り     1.349   +0.094

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

３０日　日本７月小売業販売額

　　　　独８月消費者物価指数

　　　　カナダ第２四半期経常収支

３１日　日本７月雇用統計、日本７月有効求人倍率

　　　　日本７月鉱工業生産指数

　　　　中国８月製造業ＰＭＩ

　　　　豪第２四半期経常収支、豪７月住宅建設許可件数

　　　　スイス８月ＫＯＦ先行指数

　　　　独８月雇用統計

　　　　ユーロ圏８月消費者物価指数速報値

　　　　米６月Ｓ＆Ｐケースシラー住宅価格指数、米６月住宅価格指数

　　　　米８月シカゴ購買部協会景気指数

　　　　米８月消費者信頼感指数

１日　　豪第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）

　　　　中国８月財新製造業ＰＭＩ

　　　　独８月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　ユーロ圏８月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　英８月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　ユーロ圏７月雇用統計

　　　　米８月ＡＤＰ雇用統計

　　　　米８月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　米８月ＩＳＭ製造業景況指数、米７月建設支出

２日　　豪７月貿易収支

　　　　スイス８月消費者物価指数、スイス７月小売売上高

　　　　スイス第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）

　　　　ユーロ圏７月生産者物価指数

　　　　カナダ７月貿易収支

　　　　米新規失業保険申請件数、米７月貿易収支

　　　　米第２四半期非農業部門労働生産性指数

　　　　米７月製造業受注

３日　　豪７月小売売上高

　　　　中国８月財新サービス業購買担当景気指数

　　　　独８月非製造業ＰＭＩ確報値

　　　　ユーロ圏８月非製造業ＰＭＩ確報値

　　　　英８月非製造業ＰＭＩ確報値

　　　　ユーロ圏７月小売売上高指数
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　　　　米８月雇用統計

　　　　米８月サービス業ＰＭＩ確報値

　　　　米８月ＩＳＭ非製造業景況指数

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】パウエル議長の講演の内容に左右されやすい展開か。デルタ株の感

染者数の拡大が消費者のマインドを一段と悪化させる可能性もある中、ドル円は１０９

円付近では底堅い動きを見せそうだ。ただ、大きく上値を追うには力不足で、１０９～

１１０円台で一進一退の動きとなりそうとした。

　　　　

【テーパリング開始時期の示唆はあるか】

　日本時間２７日午後１１時に予定されているジャクソンホールでの米連邦準備制度理

事会（ＦＲＢ）のパウエル議長の講演に注目が集まっている。市場では量的緩和の縮小

（テーパリング）の開始時期の示唆があるとの期待感が根強い。ただ、このところはデ

ルタ株の感染拡大で米経済指標も悪化するケースが見られ、景気の先行き不透明感も高

まっている。こうした中、パウエル議長は慎重姿勢を維持するとの見方もある。

　　

　ドル円はジャクソンホール会議待ちの様相を呈しており、ドル円は１０９円台前半か

ら１１０円台前半でのレンジ相場が続いている。ユーロドルは１．１７ドルを割り込ん

だ後は上昇に転じて、１．１７台でのもみ合いを見せている。２０日にかけてドル買い

円買いの動きとなり、ドル円は小動きながら、ユーロドル、ポンドドル、豪ドル／米ド

ル、ユーロドル、ポンド円、豪ドル円は下落した。ただ、その後はおおむね下げ渋りを

見せた。ここへ来てジャクソンホール待ちの様相を呈して、多くの通貨で模様眺め気分

が広がっている。

　　

　８月３０日からの週は週の半ばから後半にかけて、注目度の高い経済指標の発表が相

次ぐ。このところは強弱入り乱れながらも、デルタ株の感染拡大などの影響で、景況感

を示す経済指標の結果が低調で市場心理を悪化させた。今後の米経済指標が改善に向か

うかどうかが、米国をはじめとする各国の株価や米長期金利、ドルなどの通貨の行方に

影響を与えそうだ。

　　

　１日に米８月ＡＤＰ雇用統計、米８月製造業ＰＭＩ確報値、米８月ＩＳＭ製造業景況

指数、３日に米８月雇用統計、米８月サービス業ＰＭＩ確報値、米８月ＩＳＭ非製造業

景況指数などがある。米雇用統計やその前哨戦となる米ＡＤＰ雇用統計、景況感を示す

米ＩＳＭ、米ＰＭＩは特に注目される。

　　

　１日の米８月ＩＳＭ製造業景況指数は事前予想が５８．７となっており、前回の５

９．５から低下する見通し。前回（７月分）は５９．５となり、事前予想の６１．０や

前回の６０．６を下回った。３日の米８月ＩＳＭ非製造業景況指数の事前予想は６２．

０となっており、前回の６４．１を下回る見通し。予想を上回るようならドル買いにつ

ながりそうだが、下振れするようならドル売りに傾きやすい展開か。

　　

　デルタ株の感染拡大が続く中、１３日発表の米８月ミシガン大学消費者信頼感指数速

報値が７０．２となり、事前予想の８１．２や前回の８１．２を大きく下回るなど、消

費者マインドの悪化が目立った。景況感を示す指数の悪化や伸びの鈍化が目立ってお

り、米ＩＳＭや米ＰＭＩの動向は予想とのかい離が大きいと市場へのインパクトは大き

いものとなろう。

　　

　３日の米雇用統計では、非農業部門雇用者数は７８．７万人増となり、前回の９４．

３万人増から伸びは鈍化する見通し。前回（７月分）の非農業部門雇用者数は事前予想

の８７．０万人増や６月分の８５．０万人増を上回る９４．３万人増となり、米国景気

の減速懸念が後退した。前回のように予想を上回るようなら、株高・ドル高に傾きやす

くなるとみられる。

　　

　目先はジャクソンホール会議でのパウエル議長の講演の内容に左右されそうだ。量的

緩和の縮小（テーパリング）の開始時期を示唆すればドル買いに、慎重姿勢を示すとド

ル売りに傾きやすい展開か。デルタ株の感染拡大が警戒されるものの。いずれテーパリ

ングは開始されるとみられ、ドル円は極端な値動きにはならないとみられる。こうした

中、ドル円は１１０円を挟んでの振幅が見込まれる。ドル円の目先の予想レンジは、１



０８．７５～１１１．５０円。

　　

　上記以外の今後の日米の経済指標やイベントとしては、３０日に日本７月小売業販売

額、３１日に日本７月雇用統計、日本７月有効求人倍率、日本７月鉱工業生産指数、米

６月Ｓ＆Ｐケースシラー住宅価格指数、米６月住宅価格指数、米８月シカゴ購買部協会

景気指数、米８月消費者信頼感指数、１日に米７月建設支出、２日に米新規失業保険申

請件数、米７月貿易収支、米第２四半期非農業部門労働生産性指数、米７月製造業受注

などがある。

　　

【ユーロドルは戻り一服でもみ合いか】

　ユーロドルは２０日に１．１６６４付近まで下落して、１．１７００ドルの節目を割

り込んだ後は戻り歩調に転じている。ユーロ売りドル買いの流れが一服して、安値から

下げ渋りの動きを見せてきた。米国でのテーパリングの後ずれ観測や米長期金利の低下

などがあれば、ユーロドルは一段と上昇する可能性が出てくる。ただ、戻り一服後は一

段と上値を追う勢いには乏しいとみられ。１．１７００～１．１８００ドルを中心とす

るレンジ相場となりそうだ。ユーロドルの目先の予想レンジは１．１６５０～１．１８

５０ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、３０日に独８月消費者物価指数、３１日に

中国８月製造業ＰＭＩ、豪第２四半期経常収支、豪７月住宅建設許可件数、スイス８月

ＫＯＦ先行指数、独８月雇用統計、ユーロ圏８月消費者物価指数速報値、１日に豪第２

四半期国内総生産（ＧＤＰ）、中国８月財新製造業ＰＭＩ、独８月製造業ＰＭＩ確報

値、ユーロ圏８月製造業ＰＭＩ確報値、英８月製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏７月雇用

統計、２日に豪７月貿易収支、ユーロ圏７月生産者物価指数、３日に豪７月小売売上

高、中国８月財新サービス業購買担当景気指数、独８月非製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ

圏８月非製造業ＰＭＩ確報値、英８月非製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏７月小売売上高

指数などがある。
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